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機
械
・
装
置

工
業
計
器
の
製
造

関
西
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
　
　
大
阪
市 

北
区

住　所 〒530-0056
 大阪市北区兎我野町2-14
T E L 06-6312-2071
F A X 06-6314-0848
設　立 昭和44年10月
資本金 5,000万円
従業員 82名
代表取締役　宮坂 典央

世
界
初
！

独
自
の
測
定
原
理
で

業
界
を
牽
引

関
西
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

レベル制御機器ならびに、ダスト
モニターの製造・販売

■主な取引先
製粉会社、自動車部品製造メー
カー、設備会社 等

同社では、技術員を大学の研究室に派遣。基礎技術を
身につけることで、“開発するエッセンス”を学んでいま
す。未来を担う人材育成に注力することで、「環境」と
「安全」といった次代の課題に取り組む開発力を研ぎ澄
ませ、社会に貢献できる企業へと成長していきたいと
思っています。

産学連携で養う“開発エッセンス”で
次代の課題に取り組み、社会貢献を

代表取締役  宮坂 典央 さん

他社に
は

負けな
い関西オートメイション株式会社

http://www.kansai-automation.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

企画力
自信有

起
源
の「
も
の
づ
く
り
」で

実
現
さ
せ
る

短
納
期
と
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド

　

例
え
ば
、
セ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ト
の
巨
大
サ
イ
ロ

を
想
像
し
て
ほ
し
い
。外
か
ら
見
え
な
い
セ
メ
ン

ト
の
量
を
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
生
産
現
場
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
。そ
れ
が
、関
西
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョン
が
手
掛
け

る『
レ
ベル
セ
ン
サ
』だ
。　

　

同
製
品
の
活
躍
の
場
所
は
、
セ
メ
ン
ト
工
場
、

石
油
プ
ラ
ン
ト
、ビ
ー
ル
工
場
等
、粉
、粒
、液
業

界
と
幅
広
い
。自
動
測
定
に
よ
り
原
料
タ
ン
ク

か
ら
出
荷
ま
で
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョン
化
す
る
こ
と
で
、
作
業
の
効
率
化
、
円
滑

化
に一役
買
って
い
る
。

　

同
社
の
起
源
は
、
数
値
制
御
を
行
う
Ｎ
Ｃ
旋

盤
等
で
部
品
を
製
造
す
る
加
工
業
。昭
和
40
年

代
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
徐
々
に
レ
ベル

セ
ン
サ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
。こ
の

起
業
以
来
培
っ
た〝
も
の
づ
く
り
〞力
で
、
各
顧

客
の
環
境
に
合
わ
せ
て
セ
ン
サ
を一品
一様
に
カ
ス

タ
ム
メ
イ
ド
。自
社
工
場
で
の一
貫
生
産
に
よ
り
、

短
納
期
を
可
能
に
し
て
い
る
。「
特
に
静
電
容
量

式
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
の
納
期
の
早
さ
に
は
、
業
界

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
自
負
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
宮

坂
社
長
の
言
葉
通
り
の
迅
速
な
対
応
に
、
顧
客

か
ら
も
ひ
と
際
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

粉
体
用
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ

『
ス
イ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
』で

産
業
界
の
コ
ス
ト
削
減
に
貢
献

　

現
在
同
社
で
は
、
粉
体
用
レ
ベル
ス
イ
ッ
チ『
ス

イ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
』
を
特
許
出
願
中
だ
。モ
ー
タ
ー

の
羽
を
３
６
０
度
回
転
さ
せ
る
従
来
の
回
転
式

レ
ベル
ス
イ
ッ
チ
と
は一
線
を
画
し
た
同
製
品
は
、

世
界
初
と
な
る
電
子
回
路
を
活
用
し
た
振
り

子
方
式
を
採
用
。ス
イ
ン
グ
動
作
の
停
止
時
間

を
5.5
秒
に
す
る
こ
と
に
よ
り
消
費
電
力
25
％

カ
ッ
ト
を
実
現
し
た
。さ
ら
に
内
容
物
混
入
に

よ
る
モ
ー
タ
ー
部
分
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
だ
っ
た
従
来
品
に
比
べ
、
遮
断
壁
で
粉
末
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
耐
久
性
を
一
気

に
向
上
さ
せ
た
。

　

近
年
、安
価
な
海
外
商
品
が
日
本
国
内
に
浸

透
し
つつ
あ
る
中
、こ
の
開
発
は
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

次
代
の
テ
ー
マ
は

「
環
境
保
護
と
安
全
」

　

同
社
の
も
う
一つ
の
柱
と
言
え
る
の
が
、
工
場

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
煙
の
ば
い
じ
ん
濃
度
を
測

定
す
る
環
境
測
定
器
・
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー
だ
。高

度
経
済
成
長
期
に
各
地
で
起
こ
っ
た
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
問
題
に
よ
り
開
発
、
英
国
企
業
と
の
業
務

提
携
を
経
て
製
造
を
開
始
し
た
。現
在
、
都
市

部
の
清
掃
工
場
や
鉄
鋼
関
係
、
自
動
車
工
場
等

多
く
の
場
所
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

空
気
汚
染
を
防
ぐ
等
環
境
保
護
の一翼
を
担

う
同
商
品
を
始
め
と
し
た
自
社
商
品
を
通
し
、

今
後
も
広
く
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
同
社
。「
環

境
への
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、レ
ベル
セ
ン
サ
機

能
を
活
か
し
、
例
え
ば
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
巻
き

込
み
か
ら
人
身
を
守
る
安
全
制
御
対
策
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。各
企
業

の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
昨
今
。同
社
の
存

在
は
、
業
界
外
で
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

ダストモニターの測定値により、バグフィルター
に用いる“ろ布”の交換時期も察知できる

業界における長年の課題を、電子回路の使用により解決へと導いた『スイングマスター』

090

住　所 〒581-0088
 八尾市松山町2-6-9
T E L 072-991-2461
F A X 072-993-6334
設　立 昭和39年8月
資本金 3,000万円
従業員 50名
代表取締役社長　西村 卓朗

『
米
粉
』を
生
ん
だ
技
術
で

日
本
の
食
文
化
を
築
き

新
分
野
の
未
来
を
支
え
る

株
式
会
社 

西
村
機
械
製
作
所

■主な事業内容
当社のものづくり
セールスポイント

粉粒体機械の製造販売、
粉粒体プラントの企画・施工 等

■主な取引先
食品メーカー、食材加工メーカー 等

食品で培われた粉体技術を通して、社会発展に貢献す
ることを目標にしています。この技術はすでに、吸水性
ポリマーを使う紙おむつや二次電池材料等、新たな分
野での広がりを見せています。これからも、よりユーザー
に近い立場での開発に尽力いたします。

“米粉”の技術で、未来を創造

他社に
は

負けな
い株式会社西村機械製作所

http://www.r ice-f lour . jp

Company Profile

オンリー
ワン技術

海  外
発注可

企画力
自信有

穀
物
製
粉
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら

米
粉
ブ
ー
ム
を
牽
引

日
本
の
農
業
を
守
る

　

昭
和
９
年
の
創
業
以
来
、
麦
、
米
、
そ
ば
、

ス
パ
イ
ス
等
あ
ら
ゆ
る
穀
物
の
粉
砕
、
ふ
る
い
分

け
、
混
合
機
器
を
開
発
、
製
造
。
食
品
加
工

に
欠
か
せ
な
い
、
製
粉
技
術
に
特
化
し
た
粉
体

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。

　

戦
後
、
各
社
が
小
麦
粉
等
に
シ
フ
ト
す
る
な

か
、
西
村
機
械
製
作
所
が
こ
だ
わ
り
続
け
た
の

は
『
米
』。
こ
れ
は
競
争
の
激
し
い
市
場
を
あ

え
て
避
け
、
コ
ツ
コ
ツ
と
米
分
野
を
極
め
る
と
い

う
同
社
の
経
営
戦
略
と
も
い
え
る
。
そ
れ
が
功

を
奏
し
、
昭
和
53
年
に
は
『
米
粉
製
粉
機
ス

タ
ン
プ
ミ
ル
（
胴
搗
）』
を
開
発
。
特
許
出
願

す
る
ま
で
に
至
り
、
国
内
の
米
粉
製
粉
機
シ
ェ

ア
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
。

　
「
米
粉
製
品
市
場
を
広
げ
た
い
」。
こ
の
想
い

を
胸
に
『
米
粉
』
を〝
べ
い
ふ
ん
〞で
は
な
く〝
こ

め
こ
〞と
命
名
し
、
約
10
年
前
よ
り
新
規
用
途

米
粉
の
製
粉
技
術
に
着
手
。
こ
の
技
術
が
『
２

０
０
９
年
度
日
食
優
秀
食
品
機
械
資
材
・
素

材
賞
』
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
、
安
定
し
た

粒
度
構
成
で
澱
粉
損
傷
を
抑
え
つ
つ一
定
水
分

の
微
粉
砕
を
可
能
に
し
『
米
粉
用
気
流
式
微

粉
砕
機〝
ス
ー
パ
ー
パ
ウ
ダ
ー
ミ
ル
〞』
と
『
湿
式

製
粉
シ
ス
テ
ム
』
の
開
発
に
成
功
。
近
年
の
世

界
的
な
穀
物
価
格
高
騰
に
お
け
る
国
内
米
への

関
心
度
上
昇
に
も
後
押
し
さ
れ
、『
米
粉
パン
』

の
大
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、

全
国
の
学
校
給
食
に
も
米
粉
パ
ン
が
導
入
さ
れ

る
等
『
食
育
』
に
も
貢
献
。
同
社
の
製
品
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
パ
ン
、
麺
類
等
『
米
』
に
無

限
の
可
能
性
を
与
え
る
商
品
が
次
々
と
発
売
さ

れ
て
い
る
。「
た
だ
『
粉
』
に
す
る
の
で
は
な
く
、

『
美
味
し
い
粉
』に
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
食
品
、

機
械
メ
ー
カ
ー
、
研
究
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

開
発
し
て
き
た
。
日
本
農
業
の
基
盤
で
あ
る
米

作
り
を
守
り
、
推
進
し
て
い
く
一
翼
を
担
え
る

こ
と
が
誇
り
」
と
語
る
西
村
社
長
。
現
在
、

特
許
出
願
申
請
中
の
『
湿
式
玄
米
製
粉
設
備
』

を
新
た
に
開
発
す
る
等
、
そ
の
想
い
は
さ
ら
に

深
ま
って
い
る
。

〝
ニ
ー
ズ
を
シ
ー
ズ
〞に
導
く

粉
体
プ
ラ
ン
ト

　

こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
活
か
し
、『
粉

体
プ
ラ
ン
ト
』
の
供
給
に
も
着
手
。
設
計
、
製

造
か
ら
納
品
、
設
置
ま
で一
貫
導
入
も
手
掛
け

る
。
プ
ラ
ン
ト
導
入
に
よ
り
最
終
製
造
ラ
イ
ン

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
ユ
ー
ザ
ー
の

生
の
声
が
聞
こ
え
る
。
こ
の〝
ニ
ー
ズ
を
シ
ー
ズ
〞

に
変
え
ら
れ
る
環
境
と
姿
勢
こ
そ
が
、
新
た
な

商
品
開
発
の
原
動
力
と
も
な
って
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
電
気
・
電
子
工
学
、
機
械
・

材
料
工
学
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技
術
を
融
合

し
、
粉
粒
体
に
関
す
る
独
自
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
を
確
立
し
て
き
た
が
、
今
後
は
よ
り
化
学
・

医
療
・
環
境
分
野
に
も
視
野
を
広
げ
新
素
材

への
取
り
組
み
に
も
注
力
。

　
「
技
術
力
を
武
器
に
、
海
外
に
も
販
路
を
広

げ
て
い
く
。
世
界
に
日
本
の
底
力
を
見
せ
た
い
」

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

一大ブームとなっている『米粉』。これからは
ブームから、“定着”に

古き良きものから新しい素材をつくる。
『温故知新』が息づく西村機械製作所の粉砕機械

スタンプミルスタンプミル

製粉ユニット

常務取締役
西村 元樹さん

代表取締役社長
西村 卓朗さん

機
械
・
装
置

粉
体
機
械
、
粉
体
プ
ラ
ン
ト
の
製
造
等

株
式
会
社
西
村
機
械
製
作
所
　
　
八
尾
市




